
 
                                           

1 

NY マーケットレポート（2016 年 12 月 19 日） 

 

NY市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく、新規材料に乏しい中、先週急速にドル高・円安が進んだ反動や、クリスマス休暇と

年末年始を控えたポジション調整の動きが先行し、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。その後、イエレン FRB 議長の発言を受け

て、ドルが買い戻される場面もあったが、上値は限定的となった。また、ロシアの駐トルコ大使がアンカラで銃撃されたとの報道を受

けて、トルコ・リラが下落する場面もあった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 
 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11月ポーランド生産者物価指数（前月比） 1.1％（予想 0.4%・前回 0.5%） 

 

11月ポーランド生産者物価指数（前年比） 1.7％（予想 1.0%・前回 0.6%） 

 

11月ポーランド小売売上高（前月比） -3.3％（予想 -4.9%・前回 3.9%） 

 

11月ポーランド小売売上高（前年比） 6.6％（予想 4.8%・前回 3.7%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 
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23：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12月マークイット米国サービス業 PMI 53.4（予想 55.2・前回 54.6） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

1：20 

ロシア駐トルコ大使、アンカラで撃たれる～CNNトルコ 

報道を受けてトルコ・リラ下落 

 

 
出所：Net Dania 
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ECB公的部門購入プログラム 

           12月 16日・12月 9日・12月 2日・11月 25日・11月 18日  

公的部門・・・・・・・・12442.9・・12280.1・・12116.9・・11971.8・・11828.8 

資産担保証券 ABS・・・・  231.3・・・227.4・・・225.2・・・222.6・・・219.5 

カバード債・・・・・・・ 2039.6・・ 2036.9・・ 2034.2・・ 2022.0・・ 2004.3 

（億ユーロ） 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、主要な米経済指標の発表がなく手掛かり材料が乏しい中、前週までの大幅下落で値頃感が広がり、買

いが先行した。ただ、イエレン FRB議長の講演を控えて様子見ムードも強まっていた。 

 

午前の利回りは、30年債が 3.14％（前週末 3.108％）、10年債が 2.55％（2.60％）、7年債が 2.35％（2.41％）、5年債が 2.02％（2.07％）、

3年債が 1.56％（1.60％）、2年債が 1.23％（1.26％）。 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、新規材料に乏しく全般的に方向感を欠く展開となり、主要株価は小動きの展開となった。独 DAX は、年初来高値を更

新した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

3：30 

≪ 要人発言 ≫ 

イエレン FRB議長～講演 

 

・「経済の改善で生活水準がようやく上昇」 

・「生産性の伸びは、期待を下回る状況が続いている」 

・「賃金の伸びが上向いている兆候が見られる」 

・「雇用創出は着実なペースで継続、解雇は低い」 

・「成長は過去の回復期より遅い」 

・「米雇用市場はこの十年近くで最も力強い」 

・「若年層の週間賃金は、強い伸びを実現」 
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出所：Net Dania 

 

 

≪ NY金市場 ≫ 

NY金は、中心限月が前日比 5.30ドル高の 1オンス＝1142.70ドルで取引を終了した。 

 

NY金は、最近の相場下落で値頃感の買いが優勢となった。また、ドルが円などに対して軟調に推移したことも、金の買い材料となった。   

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY原油市場 ≫ 

NY原油は、中心限月が前日比 0.22ドル高の 1バレル＝52.12ドルで取引を終了した。 

 

NY原油は、OPECとロシアなど非加盟国の原油協調減産で需給が引き締まるとの期待を背景に、堅調な動きとなった。一方、米国内の石

油掘削装置の稼働数が増加傾向にあり、シェールオイルの増産が見込まれることから売りも出ていた。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、トランプ次期米政権の経済政策が景気を良くするとの期待が根強く、買いが先行した。ただ、イエレン FRB 議長の講演

を控えて内容を見極めようとの様子見ムードも出ており、序盤は限定的な動きとなった。その後は、新規材料に乏しい中、上値の重い

動きが続いた。 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表もなく新規材料に乏しい中、先週の急速な円売りの流れに対する反動から、序盤は円の

買い戻しが先行した。その後、イエレン FRB議長の講演での発言を受けてドル買い・円売りとなり、クロス円も値を戻す動きとなった。

しかし、終盤には再びドル円・クロス円は上値の重い動きとなった。 

 

 
出所：総合分析チャート 
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